
 

科目名 国際研究入門 科目分類 

■専門科目群 □総合科目群 

国際観光学科 □必修 ■選択 

    学科 □必修 □選択 

英文表記 
Introduction to 

International Studies 

開講年次 ■１年 □２年 □３年 □４年 

開講期間 ■前期 □後期 □通年 □集中 

ふりがな でふぁるこ・りーああん 実務家教員担当科目  修得単位 ２単位 

担当者名 DEFALCO Leah-Anne 実施方法 
■対面のみ  □遠隔のみ 

□対面・遠隔併用 

授業のテーマ 国際研究を通じて広い視野や柔軟に考える姿勢を身につける 

到達目標 

＊＊＊この授業では英語をよく読む＊＊＊ 

この授業の単位を修得した場合、次のような知識・能力を修得できます。 

 国際関係とグローバル政治の主要なテーマを分析し、理解する 

 理論と国際関係におけるその使用の理解を深める 

 批判的思考スキルを向上させる 

 社会的行動とグローバルシステムに影響を与える社会的、政治的、経済的力を説明する能力を実

証する 

 国際問題に取り組むために問題解決の方法で国際問題の知識を使用できるようになる。 

授業概要 

 国際研究入門では、世界で起こっている色々な国際問題へのアプローチについて考える。国際社会は、

テロや地域紛争、貧困格差、食料・資源危機、政治・経済問題、難民や領土問題、気候変動のような環境

問題等、多くの問題を抱えています。このような問題を解決するためには、海外の国々とコミュニケーシ

ョンを取るための語学能力だけではなく、異なる文化や政治への理解、国際的な視点など、多くのことが

必要です。国際学では、「政治」「法律」「経済」「文化」など、色々な分野の学問をベースに、広い視点か

ら国際問題を把握・理解し、その解決方法を考えることで、国際社会を探っていきます。 

授業計画 

第１回 概要説明 

第2回 Realism intro Hobbs 

第３回 Realism 実例 

第４回 戦争とRealism 

第５回 Liberalism intro Locke 

第６回 Liberalism 実例 

第７回 国際組織：League of Nations 

第８回 国際組織：国連、NGOｓ 

第９回 模擬国連 準備 

第10回 模擬国連 活動 

第11回 国際貿易 

第12回 国際金融統合 

第13回 国際法と国際関係 

第14回 実例：竹島① 

第15回 プレゼンテーション準備 

第16回 期末試験 

授業時間外の 

学習 
2週間1回ぐらい単語テストを行い、単語リストを覚える。 

履修条件 

受講のルール 

1． 英語の記事と数ページの長さである英語テキストを読む努力が必要。 

2． インターネットで英語の情報を探すことが必要。 



【受講のルール】 

 教科書を必ず購入してください。 

 １５分以遅れた学生：その遅刻が記録され、期末に遅刻が合計される。もし９０分の合計になれ

ば、１回欠席として数える。授業の最後の３０分で到着ことは欠席として数える。 

テキスト ハンドアウトを配布する 

参考文献・資料 和英辞典 

成績評価の方法 

【 議論の参加・態度２０％、提出物４０％、小テスト２０％、  試験２０％ 】 

上記評価項目を基にして総合的に判断する。 

 出席回数が規定に満たない場合及び授業料その他納入金等の全額を納めていない場合は、試験を受け

ることができない。 

 出席確認時に不在だった場合は原則としてその回は欠席とする。授業中に無許可で退出した場合は欠

席とする。 

オフィスアワー 火曜日の午後 

成績評価基準   秀(100～90点)、優(89～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 

実務経験及び実

務を活かした授

業内容 

 

学生への 

メッセージ 

講義を聴くだけでなく、プレゼンしたり、議論したりする機会がたくさんあり、この授業では意見交換す

ることは非常に重要。 

 


